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はじめに1

　推進工法は、鉄筋コンクリート管などの円形断面形状
構造物の敷設を目的とした技術として進展し、我が国お
よび世界各国で利用されています。推進工法が進展す
る以前では、共同溝や下水道などの地下構造物には、
矩形形状断面などが多く採用されていました。その後、
円形断面形状が推進用掘進機の機械掘削機構に最も
効率的であることが寄与し、円形断面形状の地下構造
物の採用が増加したと考えます。また、推進工法はパイ
プ（管路）の敷設に適していることから、トンネルなどの
地下構造物の築造に利用されているパイプルーフ工法

での適用が増加しました。図−1に共同溝での円形断
面管路適用例を示します。図−2に推進工法およびパイ
プルーフ工法の施工イメージを示します。
　本稿では、多様な形状の地下構造物の築造に適用
される推進工法によるパイプルーフ工法の進展と今後の
動向について、記述します。

パイプルーフ工法とは2

　パイプルーフ工法とは、一定間隔にパイプを挿入配列
し、一定の遮断領域を形成し、トンネル築造を行うもの
です。かつては、トンネル掘削断面上部にルーフ（パイ
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図−1　円形断面管路による共同溝利用例

図−2　推進工法およびパイプルーフ工法の施工イメージ
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プ配列）を形成することでトンネル掘削の土留めとしての
機能を持たせながら、地表面沈下対策、上部既設構
造物防護等に利用されてきたことからパイプルーフ工法
と呼ばれています。パイプルーフ工法は、発展の過程で、
パイプの打設に推進工法を適用することで、単にトンネ
ル上部の防護だけではなく、トンネル全体の防護、土留
めが可能となり、その用途を広げていきました。パイプルー
フ打設によるトンネル全体防護のイメージを図−3に示し
ます。
　近年では、地下構造物は、地下設備の輻輳化から
合理的断面形状での構築が必要となっていることから、
多様な形状に対応できるパイプルーフ工法の需要は高
まっています。

パイプルーフ工法技術の変遷と進展について3

　表−1にパイプルーフ工法の変遷を示します。これに
示すとおり、年代ごとで開発、採用されたパイプルーフ

があり、その技術は、徐々に進展して、パイプルーフの
適用範囲を広げていきました。以下に各々の年代に採用
されたパイプルーフ工法の概要と特長を示します。
3.1　小口径短距離パイプルーフ
　本パイプルーフが、我が国で最初に施工されたのは、
1962年東海道新幹線第一熱海トンネル工事です。トン

図−3　パイプルーフ打設によるトンネル全体防護のイメージ

表−1　パイプルーフ工法の変遷
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図−4　トンネル断面とパイプルーフ配置１）
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